
【目的】
透析中の自然抜針や穿刺針と血液回路との接続不良による出血・離断事故などが問題となっている。当院でも穿刺針を変更後、離断事故
が増加した。変更直後で手技的な問題もあるとは考えられるが穿刺針と血液回路の相性もあるのではないかと考え、今回各種穿刺針と各種
血液回路の相性を検討する機会を得られたため報告する。

【対称】
穿刺針（３社）、血液回路（５社）より選択した

No. 製品名 販売元 呼称

1
Ｍ社穿刺針（逆流防止弁付き

カニューラ針）
Ｍ社

Ｍ１

2 Ｍ社穿刺針（カニューラ針） Ｍ２

3 C社穿刺針（カニューラ針）

C社

C1

4
C社穿刺針（逆流防止弁付き

カニューラ針）
C2

5 P社穿刺針（カニューラ針） P社 P

No. 製品名 販売元 呼称

1 N社血液回路（ベトナム製）
N社

N１

2 N社血液回路（タイ製） N２

3 T社血液回路 T社 T

4 K社血液回路 K社 K

5 J社血液回路 J社 J

6 P社血液回路 P社 P

【血液回路】【穿刺針】

【結果】
・逆流防止弁付きクランプ針（Ｍ１・Ｃ２）は逆流防止弁無しと比較し引張強度は弱いという結果になった

・ルアーロック外しトルクはＪ社の血液回路が一番外れにくくＰ社の血液回路が外れやすい結果となったまた次に外れにくいのがＮ社となったが
Ｎ社の血液回路は各種穿刺針により値のばらつきがあった

【考察】
・逆流防止弁付きカニューラ針（Ｍ１・Ｃ２）を使用する場合穿刺針内部のバネにより押し戻されるために弱い力で血液回路を穿刺針に接続すると
外れやすい事が数字として判明した。そのためしっかり血液回路を接続する必要があると考える。

・ルアーロックの外れやすさはＰ社の血液回路が外れやすい結果となり当院が採用しているＮ社の血液回路に関して言えば穿刺針との相性が
ありまた生産元（ベトナム製・タイ製）でも外れやすさに違いがあった。

・穿刺針や血液回路との相性を理解し使用することにより使用する側がより安全に注意を払うことが出来ると考える。

【方法】
① スリップイン接続強度
穿刺針の外套針に血液回路のオスコネクター（A側、V側）を5、10、15、20、25、30Nの力で押し込んだ後、接続が外れる方向に引張り
外れた際の引張強度を測定した。 （n=5）

② ルアーロック時の回転角度
穿刺針と血液回路をルアーロックにより接続する際、血液回路のルアーロック部のネジと穿刺針のコネクターのネジがかみ合い始めて
からロックされるまでの回転角度を測定した。 （n=5）

③ 接続時のトルクに対する回転角度、及び外しトルク
1、2、4、6、8、10、12ｃN・mの各トルクで接続する際のルアーロック部の回転角度、及び接続した後の外しトルクを測定した。 （n=5）

【試験手順解説】

【データー】


